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2  エネルギー需要の見込みと排出ガスの現状 ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
World Energy Outlook 20063） に
よると、21 世紀半ばの世界エネル















































における CO2 の排出量は 2007 年






































































































































































図表 2　G8 国における CO2 以外の温室効果ガス排出量
参考文献 5) を基に科学技術動向研究センターにて作成
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ボン (HFC)、パーフルオロカーボ
ン (PFC)、SF6 の 6 種類の GHG 削
減対象となっている。1990 年か




表されている 5）。図表 2 は G8 国






Warming Potential: GWP、CO2 を











2004 ～ 2030 年における世界の
CO2 排出量増加分の 4 分の 3 以上
は開発途上国が占め、途上国が世
界の CO2 排出量に占めるシェアは
2004 年の 39％から 2030 年には
50％強へと上昇すると考えられて
図表 3　我が国の温室効果ガス排出量
　　　　( 総量は CO2 に換算、百万トン)
参考文献 5) を基に科学技術動向研究センターにて作成



























※ PFCs は 1996 年からのデータ
排出源 GWP 1990~2006 年総量
総量に対する
割合
CO2 化石燃料燃焼、バイオマス燃焼 1 20,881.9 93.7 
CH4
水田、化石燃料採掘、埋め立て、廃棄物・排水処理、
反すう動物の消化活動、窒素肥料など 21 485.4 2.2 
N2O
燃焼、窒素肥料、農耕牧畜、土地改良、汚泥水
など 310 511.7 2.3 
HFCs エアゾール製品の噴射剤、カーエアコンや冷蔵庫の冷媒、断熱発泡剤など
HFC-134a：
1,300 など 181.3 0.8 
PFCs 半導体等の製造や電気部品などの洗浄など P F C -14：6,500 など 119.8 0.5 
SF6 変圧器等の絶縁ガスや半導体の製造工程 23,900 107.8 0.5 
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図表 7　バイオマスを利用した発電と資源の分類
出典：参考文献 13)














































































































































































約 300 万トンの CO2 排出を削減
できる。仮に各国並みの 90％ま
で向上できれば、約 8,800 万ト







































































































































































































































































































図表 14　総発電電力量に占める原子力・水力発電の割合と CO2 排出原単位
参考文献 6) を基に科学技術動向研究センターにて作成
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図表 15　2050 年における各技術による CO2 削減への寄与度
出典：参考文献 25)
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2008 年 7 月に閣議決定された「低
炭素社会づくり行動計画」では、日
本の 2050 年までの長期目標とし












































































発電設備の約 53％が 30 万 k Ｗ以
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9)　ECOFYS、Updated Comparison 
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計画」（2008）：ht tp : //www.
































28)　例 え ば 、U M E Z A W A ,  S  & 
MUTOH, S.,‘Advanced thermal 
efficiency diagnosis system 
for power plants -TEPCO heat 
balance analysis method-’,The 
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